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 私遡がλ学 して以来第二回目の実習なのであるが,第 一回の京女食堂の実 習と多少 目的

か らいつて異なってお り学外実習なので9実 際に実 習にっいて 目分にふ りかかって来 る貴

任 をなしとげていけるだろ うかと不安の気持で一杯であった。 私達が給 食実習 をす る迄に

学校給食にっいてのオ リエンテイー シヨンが市教育委学校保幽媒長,市 教育委員栄養士の

方遜 ζよっ て行 なわれ9現 在 の学概給食のあ り方につ き,詳 細に説明 して いただい臨 そ

轟によると学梗給食の意義は ・日常生活にお ける食事につき正 しい理解 と望 ましい習慣 を

養 うこと。食生活の合理化9栄 養改警9鱈 康増進を図ること。 学校生活 を豊か に し,明 る

い杜交性を養うζと。食糧の生産g配 分,消 費について正しい理解に尊 《こと。 とい う意

義 を有してい る。 又その献立作成についても,宏 全で栄養のある,嗜 好に合った 経 済 的

な献立であ る とい う条件の基に細心の注意を払って行なわれてい るのであ る。

 実際実習に当っ てその 作成 された献立が どの様に出来上 るものだろ うか とい う興味をい

だいて第一 日目の実習をうけた・最初の 日の献立は ・パン ・ミル々r煮 豆 ・カレーソテイ

ーであった● カレーソテイーの玉 ネギ切 りには涙がでてほとほ と詠)た が9こ れ も葛 更な

経験の1っ と歯を《い しばって頑張った。午後は栄養士さんか ら,栄 養士 としての役目,

仕事の仕方9帳 簿の付 け方等にっいて説明 していただいた。

 二日目の献立はBバ ン,ミ ルク9り ンゴジヤム9寄 せ揚げであ る.寄 せ鋤げの材稗は,

ツレーh,馬 鈴肇 ・人喜9生 姜,V・A液 である。曲でZの 材科の ミックスを揚げたのは

梅 雨のむし■い日であったのでs油 の温度 と蒸 し■さが混 り,汗 が吹き出て来 るのに止め

様がな《,調 理士さん方の苦労が 身に しみて感 じ亀 この 日は一通 りの 仕事 を覚えるため

午後か らは,全 校生徒の食器洗いであった。丁度皿洗い器が故障していたため全七人力に

よっ なの で,油 のっいた食器を洗 うのは非常に骨の折れ噂 仕事でし渇 で も全部涜い上 り9
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食器が整理され,調 理室がさっ ぱ りした時の醸 じは9何 と も言いがたい気持の良さであっ

た。最後の日はパ ンgミ ル"gバ ターtホ ワイ トシチユウであ る。 今日で実 習 も終りか と

思 うと.実 習をやる前は長い様に感 じられた日程 も,非 常に短 《感 じられ ・何だか もっ と

実習したい気持 になってきた。 生徒遠が食事を終 り・各々ク ラスの汚れ た食器を持って来

る時「ごちそ うさま9今 日のは美味しかったojと い う元気な声をなげかけて 《れる言葉

を聞《と1と て も嬉し《感 じ,.__..生懸命やったか いがあったのだ.と 疲れ も軽tな る思い

であつ た。午後は豊園小学校の給食室を見学にいった。ここは現在京都で1番 給食設蒲の

整iつてい る学校であるだけに 全ての設備が,能 率的に配置されてお り9又 生徒逮 に も理解

しやすい様な方法が取 られているのに感心 してしまった。 この様な設喘道具 がどの学校に

も広 《使用されたな らそこで働 ら《入達の労力 も半減するし ・能率的に衛生的にや ってい

けるので,働 《事に楽み をもつて仕事が出来 るのではないか と思 う。 この様な立派な設備

が広《普及す る事を願ってそこを去った。

 学 絞給食に寿 いては,対 象が発育 盛りの子洪であ り.そ れは教育の....端として教育的に

も意義を有するこ とであ り,同 時に身体の基礎が形成 され る年代である小 ・中学 卸)健 全

な体 を育成す る事が 目的であ るか ら軽率に出来な9、事であるとい う事が 良C分 つた。学校

給食が児童生徒に及ぼす影響 を調奄した結果によると,給 食を実施していない生徒に比 し

て給食を実施 している生徒は身長 ・体重ともに増 しているとい う結果が出ている。 これに

よって も給食が生徒の発育に及ぼす影響力が強いとい う事が分 る。京都 の学校給 食にカい

ては,生 徒の安全 を計 るため,全 て一通 り必らず火を通す事 を原則 としそい る。そのため,

基準栄養量よ り9熱 に破壊されやすい栄  ・例えばビタ ミンC等 は9少 し足りない状態

であるが1・これに濁する適当な添加剤が現在ないので家庭にか いて不促 分を補 う事 しか仕

方がないのである。 しかし9ビ タ ミンAgヵ ルシウム等は添加融 ζよって補充されてい る.

大体 全般に京都学校給食の栄養量 は基準栄養量よ り上廻っている とい う良い状態である。

いずれにして も・育 ち盛 りの子供達の食事 を・一食学 校側であつかっているのであるが,制

隈された給食費ですべてをまかなわなければならない状態であ るので,学 校栄養士の苦労

が うかがわれる。 この学校給食における根本となる ものは献立の作成であ る。 この献立作

成の基準献立が出来上るまでには相当の入手9時 間が必要 とされ る。 生徒達 に少 しで も美

味し《9栄 養訪る食事 をさせ るため,市 教黍9市 給 食会,校 長会 ・調蓮主任 ・献立作成委

員等多 くの人々が努力 してい る事 を忘れてはな らない0こ れ らに関 して栄養士の職務の重

大 さを新 らためて知った。三 日間ρ)実習において ・未知の知識を又技術を身に付 け,将 来
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の 目分の職務にっいて,希 望に胸をふ 《らせて ・1回1回 の実習を先の 目分の職務 に対 す

る基礎 として活 用してい きたい と思 うO
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